
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

若
者
の
市
外
流
出
に
よ
る
影
響
と

�

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

野
口　

光
晃

（
新
風
に
い
が
た
）

�　
　

新
潟
市
総
合
計
画
２
０
３
０
が
本

年
度
か
ら
始
ま
り
、
半
年
が
経
過
す
る
。

総
合
計
画
の
中
で
も
、
特
に
人
口
減
少

対
策
が
重
要
と
考
え
る
が
、
若
者
が
市

外
へ
流
出
す
る
と
本
市
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　

若
者
の
流
出
は
、
労
働
力
不
足
、

地
域
経
済
縮
小
、
地
域
活
動
の
担
い
手

減
少
な
ど
、
企
業
活
動
や
市
民
生
活
に

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
。

�　
　

遠
隔
手
話
通
訳
サ
ー
ビ
ス
は
、
聴

覚
障
が
い
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
遠
隔
で
通

訳
者
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
汎
用

性
が
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
い
る
都
市
も
あ

り
、
本
市
も
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

　
　

遠
隔
手
話
は
、
い
つ
で
も
利
用
で

き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
微
妙
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伝
わ
り
づ
ら
い
問
題
点

も
あ
る
。
今
後
も
当
事
者
の
声
を
伺
い
、

他
都
市
の
先
行
事
例
も
調
査
し
て
い
く
。

給
食
室
の
エ
ア
コ
ン
設
置
と

�

伝
統
文
化
教
育
の
推
進

高
橋　

聡
子

（
と
も
に
躍
動
す
る
新
潟
）

�　
　

今
年
の
猛
暑
で
給
食
室
の
室
温
は

40
度
を
超
え
る
日
が
続
き
、
そ
の
中
で

火
を
使
っ
た
調
理
作
業
は
職
員
の
熱
中

症
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
い
。
今
後
も
気

温
の
上
昇
が
予
測
さ
れ
る
中
、
給
食
室

に
エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
学
校
に
は
早
急

に
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

勤
務
実
態
を
考
慮
し
、
常
勤
職
員
の
取

り
扱
い
に
準
じ
た
改
定
を
検
討
す
る
。

�　
　

本
年
８
月
の
お
盆
過
ぎ
、
北
区
の

阿
賀
野
川
河
川
敷
の
田
ん
ぼ
で
、
稲
が

立
ち
枯
れ
る
被
害
が
発
生
し
た
。
塩
害

で
は
な
い
か
と
の
声
も
あ
る
が
、
被
害

状
況
お
よ
び
原
因
の
把
握
状
況
と
、
農

家
へ
の
本
市
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

水
稲
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
枯
れ
た

状
況
は
把
握
し
て
い
る
。
原
因
は
特
定

さ
れ
て
い
な
い
が
収
穫
は
大
変
厳
し
い

状
況
で
あ
る
。
農
業
共
済
の
補
償
や
収

入
保
険
の
活
用
状
況
を
確
認
す
る
。

猛
暑
に
よ
る
農
畜
産
業
へ
の
影
響
と

�

原
子
力
防
災
計
画

中
山　

均
（
無
所
属
の
会
）

�　
　

今
夏
は
各
地
で
観
測
史
上
最
高
の

気
温
と
な
り
、
大
雨
や
洪
水
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
気
候
関
連
災
害
が
激
化
し
た
こ

と
で
「
地
球
沸
騰
化
時
代
の
到
来
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
本
市
で
も
猛
暑
や
雨

不
足
が
続
い
て
い
る
が
、
農
畜
産
業
へ

の
影
響
と
本
市
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

水
稲
は
一
部
で
枯
れ
が
確
認
さ
れ
、

園
芸
作
物
で
生
育
不
良
な
ど
が
見
ら
れ

た
他
、
家
畜
の
へ
い
死
も
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
本
市
で
は
農
畜
産
業
へ

の
緊
急
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

�　
　

新
潟
県
の
資
料
に
よ
る
と
、
原
子

力
防
災
計
画
に
対
す
る
本
市
や
県
内
の

自
治
体
が
示
し
た
課
題
や
懸
念
に
つ
い

て
、
当
時
は
多
く
が
未
解
決
だ
っ
た
。

現
在
こ
れ
ら
は
解
消
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
解
消
さ
れ
た
も
の
は
適
宜
市
町

村
に
示
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

当
時
計
画
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た

意
見
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
は
市
町
村
に
示
さ
れ

て
い
な
い
が
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
に

な
る
よ
う
引
き
続
き
改
善
を
求
め
る
。

　
　

農
業
生
産
は
種
苗
が
あ
っ
て
こ
そ

成
り
立
つ
た
め
、
在
来
種
や
固
定
種
な

ど
の
種
子
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

�　
　

農
地
を
農
家
だ
け
で
維
持
管
理
す

る
に
は
限
界
が
あ
り
、
市
民
・
企
業
の

参
画
が
必
要
で
あ
る
。
事
例
と
し
て
滞

在
型
市
民
農
園
で
あ
る
ロ
シ
ア
の
ダ
ー

チ
ャ
、
ド
イ
ツ
の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
変
化
さ
せ
市
民

参
加
型
新
潟
モ
デ
ル
が
で
き
な
い
か
。

　
　

遊
休
農
地
を
未
然
に
防
ぎ
、
農
地

と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
、
農
村
へ

の
移
住
や
空
き
家
の
活
用
な
ど
、
多
様

な
人
材
が
農
業
に
参
加
す
る
機
会
を
設

け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
と

�

部
活
動
地
域
移
行
に
向
け
た
準
備
状
況

東
村　

里
恵
子

（
翔
政
会
）

�　
　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再
編
は
、

減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
必
要
が
あ
れ
ば

持
続
可
能
な
形
で
つ
く
る
こ
と
も
で
き

る
と
考
え
る
。
点
で
は
な
く
、
エ
リ
ア

で
捉
え
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ

ロ
や
若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
デ
ザ
イ
ン

を
任
せ
る
な
ど
政
令
市
新
潟
と
し
て
思

い
切
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢

や
希
望
を
持
ち
、
郷
土
愛
が
育
め
る
よ

う
な
誇
り
を
持
て
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

実
現
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

�　
　

中
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に

向
け
て
小
学
校
高
学
年
の
児
童
と
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
と
聞
い
た
が
、

他
に
も
大
会
の
在
り
方
な
ど
調
整
が
必

要
な
事
項
も
山
積
み
で
あ
る
。
令
和
８

年
度
か
ら
の
移
行
に
間
に
合
う
の
か
。

　
　

課
題
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
子
ど

も
や
保
護
者
が
困
ら
な
い
よ
う
、
適
切

　
　

給
食
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
学
校
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

改
造
工
事
や
特
別
教
室
の
空
調
設
置
工

事
に
合
わ
せ
整
備
し
、
令
和
16
年
度
末

に
は
完
了
す
る
予
定
。（
教
育
長
）

�　
　

子
ど
も
た
ち
が
日
本
の
伝
統
文
化

に
触
れ
価
値
観
や
感
性
を
身
に
付
け
る

こ
と
は
、
国
際
社
会
の
中
で
文
化
背
景

の
異
な
る
人
々
と
付
き
合
っ
て
い
く
上

で
必
要
で
あ
る
。
学
校
教
育
の
中
で
積

極
的
に
伝
統
文
化
に
触
れ
る
学
習
に
取

り
組
む
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

子
ど
も
た
ち
が
日
常
の
中
で
伝
統

文
化
や
地
域
の
こ
と
に
触
れ
考
え
感
じ

る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
今
後
も

こ
れ
ら
を
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
い
く
。

（
教
育
長
）

市内の小・中学校で実施している
能楽のアウトリーチ事業

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待
遇
改
善
と

�

高
温
・
渇
水
に
よ
る
農
業
被
害
へ
の
対
応

野
村　

紀
子

（
日
本
共
産
党
市
議
団
）

�　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
は
令

和
４
年
度
に
引
上
げ
改
定
が
行
わ
れ
た

が
年
度
内
に
適
用
さ
れ
ず
、
次
年
度
に

持
ち
越
さ
れ
た
。
引
上
げ
改
定
の
場
合

は
、
正
規
職
員
と
同
様
に
、
そ
の
年
度

の
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
で
き
る

よ
う
、
条
例
・
規
則
を
整
備
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　

給
与
引
上
げ
改
定
時
の
遡そ

及き
ゅ
う

対
応

は
、
国
通
知
な
ど
に
基
づ
き
、
任
期
や

害
鳥
獣
の
駆
除
と

�

高
温
・
渇
水
対
策
へ
の
緊
急
支
援

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

�　
　

イ
ノ
シ
シ
や
熊
な
ど
が
頻
繁
に
人

里
へ
出
没
し
て
お
り
、
農
作
物
へ
の
被

害
や
市
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
な
い

状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
捕
獲
の
た

め
、
わ
な
を
仕
掛
け
て
も
簡
単
に
は
捕

ま
え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
り
、
麻
酔
弾

な
ど
で
の
駆
除
方
法
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
　

麻
酔
猟
銃
は
、
県
の
許
可
に
よ
り

住
宅
集
合
地
域
で
の
使
用
が
可
能
だ
が
、

本
市
内
に
免
許
取
得
者
が
お
ら
ず
、
即

時
の
対
応
が
困
難
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

�　
　

今
夏
の
高
温
・
渇
水
に
伴
い
、
農

作
物
や
畜
産
が
災
害
と
言
え
る
ほ
ど
の

被
害
を
受
け
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
市

で
は
９
月
８
日
に
耕
種
農
家
や
畜
産
農

家
へ
の
緊
急
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
を

発
表
し
た
が
、
支
援
の
内
容
を
伺
う
。

　
　

農
作
物
な
ど
へ
の
高
温
の
影
響
を

受
け
、
対
策
を
行
っ
た
農
業
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
農
作
物
の
渇
水
対

策
の
た
め
の
設
備
や
畜
産
の
暑
熱
対
策

の
た
め
の
設
備
へ
の
支
援
を
行
う
。

本
市
の
食
料
自
給
の
課
題
と

�

遊
休
農
地
・
耕
作
放
置
地
の
活
用

内
宮　

貞
志（

翔
政
会
）

�　
　

日
本
の
食
料
自
給
率
が
低
い
も
の

に
野
菜
が
あ
る
。野
菜
の
自
給
率
は
80
％

だ
が
、
種
の
自
給
率
は
10
％
以
下
で
９

割
を
海
外
か
ら
調
達
し
て
い
る
。
地
域

で
作
る
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
を
確
立
す
る
た

め
に
も
、
在
来
種
・
固
定
種
の
確
保
が

課
題
と
思
う
が
ど
う
か
。

な
時
期
に
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
や
今
後

の
見
通
し
な
ど
を
報
告
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。（
教
育
長
）

鳥
屋
野
潟
南
部
の
公
共
交
通
と

�

地
域
防
災
力
の
維
持
・
強
化

西
脇　

厚（
翔
政
会
）

�　
　

新
潟
駅
の
高
架
化
に
よ
り
、
人
や

車
が
新
潟
駅
南
側
に
流
れ
や
す
く
な
る
。

鳥
屋
野
潟
南
部
の
開
発
が
進
む
中
、
広

域
な
交
通
の
連
携
を
視
野
に
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ

を
鳥
屋
野
潟
南
部
側
へ
延
長
し
、
各
区

か
ら
の
路
線
と
の
接
続
も
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　

駅
の
南
側
と
、
に
い
が
た
２ニ

キ

ロ

ｋ
ｍ

の
都
心
軸
と
が
つ
な
が
る
こ
と
を
受
け
、

新
潟
駅
を
縦
貫
す
る
バ
ス
路
線
の
形
成
、

移
動
の
喚
起
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
公
共

交
通
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
。

�　
　

本
市
の
自
主
防
災
組
織
の
結
成
率

は
92
・
７
％
で
、
区
別
で
は
84
％
か
ら

99
・
８
％
ま
で
と
、
区
に
よ
り
ば
ら
つ

き
が
あ
る
。
地
域
の
防
災
を
支
え
る
自

主
防
災
組
織
と
防
災
士
の
存
在
は
重
要

と
考
え
る
が
、
自
主
防
災
組
織
を
結
成

で
き
な
い
地
域
の
課
題
は
何
か
。

自主防災組織は日頃から訓練を実施
し、災害に備えている。

　
　

人
材
不
足
や
高
齢
化
の
他
、
住
民

同
士
の
連
帯
感
が
強
く
、
自
主
防
災
組

織
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
と
い
う
理
由

で
結
成
に
至
ら
な
い
地
域
も
あ
る
。
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